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■人　　口＝91,087人（男43,658人、女47,429人）

■世 帯 数＝38,843世帯

○前年同期

　人　　口＝92,377人（男44,308人、女48,069人）

　世 帯 数＝38,723世帯

※人口・世帯数について詳しくは、本館市民登録課

　（☎41-3547）へ

12月 （本年累計・前年同期累計比）

■交通事故＝人身事故／ 12件（ 151件・＋26件）

　　　　　　死　　者／　0人（　 1人・ －2人）

　　　　　　負 傷 者／ 13人（ 198人・＋50人）

■火　　災＝火災件数／　3件（　31件・ －2件）

　　　　　　焼 死 者／　1人（　 2人・ －4人）

■救急活動＝出動件数／395件（4,744件・＋284件）

　　　　　　搬送人員／339人（4,149人・＋112人）
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2 月 1 日発行予定

「銀河鉄道の夜」と

関東大震災

自筆原稿の表と裏

問い合わせ

　宮沢賢治記念館　☎31-2319
「銀河鉄道の夜」草稿　第74葉
①表-関東大震災見舞い書簡書きかけ断片
②裏-ジョバンニとカムパネルラの決別場面

　

お
よ
そ
10
年
書
き
続
け
ら
れ
た
、
宮
沢
賢

治
の
未
完
の
作
品「
銀
河
鉄
道
の
夜
」。
83
枚

の
草
稿
と
構
想
メ
モ
１
枚
が
残
さ
れ
て
お

り
、
草
稿
用
紙
の
一
部
に
は
、
書
簡
の
下
書

き
や
別
の
作
品
が
書
か
れ
た
原
稿
用
紙
の
裏

紙
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
大

正
12（
１
９
２
３
）年
に
発
生
し
た
関
東
大
震

災
の
被
災
者
へ
の
見
舞
い
書
簡
の
下
書
き
が

あ
り
ま
す
。

　

賢
治
は
、
少
な
く
と
も
14
回
上
京
し
て
お

り
、
関
東
大
震
災
が
起
こ
る
２
年
前
に
は
半

年
ほ
ど
東
京
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
関
東

大
震
災
が
賢
治
に
与
え
た
衝
撃
は
、
生
前
刊

行
さ
れ
た
唯
一
の
詩
集『
春
と
修
羅
』に
収
録

さ
れ
て
い
る「
宗
教
風
の
恋
」と「
昴

す
ば
る

」か
ら
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
２
年
に
は
、
賢

治
が
地
元
の
組
織
の
呼
び
か
け
で
被
災
地
へ

の
義
援
金
を
送
っ
た
新
資
料
が
見
つ
か
り
、

話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」草
稿
に
お
い
て
、
震
災

被
災
者
へ
の
見
舞
い
書
簡
の
下
書
き
の
裏
に

は
、
主
人
公
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
前
か
ら
親
友
の

カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
が
突
然
消
え
て
し
ま
う
場
面

が
書
き
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ク
が
裏
面

に
染
み
て
、
被
災
者
へ
の
文
面
が
う
っ
す
ら

と
読
め
る
草
稿
か
ら
は
、
書
籍
な
ど
の
印
刷

さ
れ
た
本
文
か
ら
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
、

賢
治
の
深
い
悲
し
み
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎ 

宮
沢
賢
治
記
念
館
特
別
展「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

　
■
会
期
…
２
月
12
日

（月）
・
祝
ま
で

＊紹介した直筆原稿の展示は終了しています
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